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天
然
記
念
物

大
杉

所
在
地

黒
石
市
大
字
南
中
野
字
不
動
館
二
六

所
有
者

中
野
神
社

中
野
山
は
見
事
な
紅
葉
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
中

腹
に
三
本
の
大
杉
が
一
際
高
く
立
っ
て
い
る
。
中
野
神

社
の
社
殿
前
に
一
本
、
社
殿
か
ら
展
望
所
に
上
る
階
段

の
途
中
に
一
本
、
社
殿
西
側
の
山
腹
に
一
本
、
計
三
本

の
大
杉
が
生
育
し
て
い
る
。

社
殿
前
の
大
杉
は
、
樹
齢
五
百
年
、
樹
高
三
四
ｍ
、

根
元
幹
周
一
〇
・
九
ｍ
、
幹
周
五
・
二
六
ｍ
。

社
殿
裏
側
の
大
杉
は
、
樹
齢
六
百
年
、
樹
高
三
六
・

五
ｍ
、
根
元
幹
周
一
四
・
三
五
ｍ
、
幹
周
六
・
九
ｍ
。

西
の
山
腹
に
あ
る
大
杉
は
、
樹
齢
七
百
年
、
樹
高
四

二
・
五
ｍ
、
根
元
幹
周
一
三
・
五
ｍ
、
幹
周
六
・
一
五

ｍ
で
、い
ず
れ
も
ス
ギ
科
ス
ギ
属
ス
ギ
の
巨
木
で
あ
る
。

境内前の大杉山腹中の大杉
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杉
は
日
本
特
産
の
常
緑
高
木
で
、
植
栽
分
布
は
北
海
道
月
形
町
円
山
公
園
を
北
限
と
し
、
南
は
鹿
児
島
県
屋
久
島

ま
で
生
育
し
て
い
る
。
自
然
分
布
地
域
は
、
西
津
軽
郡
矢
倉
山
を
北
限
と
し
、
屋
久
島
を
南
限
と
す
る
。
全
国
的
に

は
北
山
ス
ギ
、
秋
田
ス
ギ
、
吉
野
ス
ギ
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
津
軽
地
方
に
生
育
し
て
い
る
ス
ギ
は
、
秋

田
ス
ギ
系
と
み
ら
れ
て
い
る
。

津
軽
地
方
に
は
大
杉
が
多
い
。
県
天
然
記
念
物
の
弘
前
市
巌が
ん

鬼き

山さ
ん

神
社
の
大
杉
二
本
（
と
も
に
推
定
樹
齢
千
年
、

樹
高
四
一
ｍ
）
や
深
浦
町
の
県
天
然
記
念
物
「
関
の
杉
（
別
名
・
甕
杉
）」（
推
定
樹
齢
千
年
、
樹
高
三
五
ｍ
）
等
が

あ
る
。
こ
れ
ら
と
比
べ
て
も
、
中
野
神
社
の
大
杉
は
津
軽
地
方
の
巨
木
と
し
て
評
価
さ
れ
る
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
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天
然
記
念
物

中
野
の
モ
ミ
ジ

所
在
地

黒
石
市
大
字
南
中
野
字
不
動
館
二
六

所
有
者

中
野
神
社

中
野
神
社
の
鳥
居
の
階
段
を
下
っ
て
い
く
と
、
三
本
の

モ
ミ
ジ
が
あ
る
。
カ
エ
デ
科
カ
エ
デ
属
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

で
、
い
ず
れ
も
樹
齢
が
約
二
百
年
で
あ
る
。

向
か
っ
て
左
側
の
木
は
、
樹
高
八
・
七
ｍ
、
幹
周
三
・

二
三
ｍ
。
右
側
の
木
は
樹
高
一
〇
・
七
ｍ
、
幹
周
二
・
四

ｍ
。
中
央
の
モ
ミ
ジ
は
幹
周
二
・
六
ｍ
で
、
樹
高
は
測
定

不
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
樹
皮
に
衰
弱
の
徴
候
が
見
ら
れ

る
も
の
の
樹
勢
は
旺
盛
で
、
全
体
が
平
頂
で
典
型
的
な
モ

ミ
ジ
の
樹
形
を
し
て
い
る
。

青
森
県
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
自
然
分
布
区
域
に
は
含
ま

れ
な
い
た
め
、
こ
の
モ
ミ
ジ
は
栽
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
モ
ミ
ジ
に
は
、
次
の
よ
う
な
由
緒
が
あ
る
。

黒
石
七
代
領
主
津
軽
典つ
ね

暁と
し

の
時
代
、
享き
ょ

和う
わ

二
年
（
一
八
〇
二
）
九
月
二
十
六
日
に
弘
前
藩
九
代
藩
主
津
軽
寧や
す

親ち
か

が

温ぬ
る

湯ゆ

村む
ら

に
一
泊
し
た
。
中
野
山
の
モ
ミ
ジ
を
は
じ
め
中
野
川
の
滝
に
魅
せ
ら
れ
た
寧
親
は
、
京
都
か
ら
カ
エ
デ
の
苗

木
約
百
種
百
本
を
取
り
寄
せ
、
翌
年
四
月
十
三
日
中
野
不
動
尊
へ
奉
納
し
、
自
ら
現
在
の
場
所
に
三
本
の
モ
ミ
ジ
の

苗
木
を
手
植
え
し
た
。
そ
れ
以
来
、
中
野
の
紅
葉
は
よ
り
有
名
に
な
り
、
京
都
の
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
「
嵐
山
」
に

対
し
、
中
野
は
「
小
嵐
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寧
親
は
、
黒
石
五
代
領
主
津
軽
著あ
き

高た
か

の
六
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
、
父
の
死
後
、
十
四
才
で
六
代
領
主
に
な
っ

た
。
寛か
ん

政せ
い

三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
、
弘
前
藩
八
代
藩
主
津
軽
信の
ぶ

明あ
き

の
急
死
に
伴
い
末
期
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
四
万

六
千
石
を
継
い
で
、
弘
前
藩
九
代
藩
主
に
な
っ
た
。

黒
石
領
主
時
代
の
寧
親
の
業
績
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
弘
前
藩
主
に
な
っ
て
か
ら
は
、
十
万
石
へ
の
昇
格
を
は

じ
め
、
弘
前
城
本
丸
隅す
み

櫓や
ぐ
ら（
現
天
守
閣
）
の
造
営
や
藩
校
稽け
い

古こ

館か
ん

の
創
設
な
ど
文
武
諸
政
策
に
力
を
発
揮
し
た
。
さ

ら
に
黒
石
に
六
千
石
の
蔵
米
を
与
え
、
一
万
石
の
大
名
と
さ
せ
、
黒
石
領
か
ら
黒
石
藩
へ
の
昇
格
に
貢
献
し
た
。

こ
の
中
野
の
モ
ミ
ジ
三
本
は
「
お
手
植
え
の
モ
ミ
ジ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
保
存
が
図
ら
れ
て
い
る
。

133



天
然
記
念
物

袋
の
イ
チ
ョ
ウ

所
在
地

黒
石
市
大
字
袋
字
富
山
一
一
二
―
一

所
有
者

白
山
姫
神
社

白し
ろ

山や
ま

姫ひ
め

神
社
の
鳥
居
の
側
に
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
る
。
推
定
樹
齢
四

〜
五
百
年
、
樹
高
二
七
・
七
ｍ
、
根
元

幹
周
七
・
六
〇
ｍ
、
胸
高
幹
周
五
・
六

五
ｍ
の
雌
木
で
、
古
く
か
ら
袋
の
神
木

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
は
、
次
の
よ

う
な
伝
説
が
あ
る
。

大だ
い

永え
い

年
間（
一
五
二
一
〜
一
五
二
七
）

は
台
風
の
多
い
年
で
、
大
風
が
吹
き
荒

れ
た
た
め
、
神
木
が
倒
れ
、
社
殿
も
壊
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れ
た
。
そ
こ
で
当
時
、別べ
つ

当と
う

職し
ょ
くで
あ
っ
た
工
藤
衛
門
之
介
が
庭
に
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を
植
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、

イ
チ
ョ
ウ
の
木
は
「
袋
観
音
の
神
木
」
と
し
て
住
民
に
崇
拝
さ
れ
、
大
木
に
生
育
し
た
。

県
内
で
も
五
本
の
指
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
木
で
、
中
弘
南
黒
地
方
で
は
、
弘
前
城
跡
二
ノ
丸
の
イ
チ
ョ
ウ
の

木
に
匹
敵
す
る
古
木
で
あ
る
。

〈
白
山
姫
神
社
〉

白し
ろ

山や
ま

姫ひ
め

神
社
は
、
別
名
「
袋
観
音
堂
」
と
い
い
、
大だ
い

同ど
う

年
間
（
八
〇
六
〜

八
〇
九
）
に
坂
上
田
村
麻
呂

さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

が
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
文ぶ
ん

明め
い

年
間

（
一
四
六
九
〜
八
六
）
の
こ
ろ
、
南な
ん

部ぶ

大
膳
大
夫
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、
天て
ん

明め
い

八
年
（
一
七
八
八
）
に
御
堂
が
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
。

現
在
は
、津
軽
三
十
三
観
音
霊
場
の
二
十
七
番
目
の
札
所
に
な
っ
て
お
り
、

袋
の
観
音
様
と
し
て
古
く
か
ら
参
詣
者
が
多
い
。
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天
然
記
念
物

村
上
家
の
イ
チ
イ

所
在
地

黒
石
市
大
字
上
十
川
字
柳
沢
四
一

所
有
者

個
人

村
上
家
は
、
浅
瀬
石
城
十
代
城
主
千せ
ん

徳と
く

政ま
さ

氏う
じ

の
家
老
を
務

め
た
村
上
理り

右う

衛え

門も
ん

一
族
の
子
孫
で
、
慶け
い

長ち
ょ
う二
年
（
一
五
九

七
）、
津
軽
為た
め

信の
ぶ

に
よ
り
浅
瀬
石
城
が
落
城
し
た
後
、
現
在
の

地
に
移
住
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
庭
園
を
造
り
、

イ
チ
イ
の
木
等
を
植
え
た
と
い
う
。

イ
チ
イ
の
木
は
、
別
名
「
オ
ン
コ
」
あ
る
い
は
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
と
も
い
わ
れ
る
常
緑
高
木
で
あ
る
。

村
上
家
の
イ
チ
イ
は
、
樹
高
五
・
二
〇
ｍ
で
あ
る
。
推
定

樹
齢
は
三
百
年
以
上
で
、
主し
ゅ

枝し

の
一
部
に
老
化
が
認
め
ら
れ

る
が
着
葉
状
態
は
よ
く
、
樹
勢
も
良
い
。

樹
形
は
四
方
に
主
枝
を
放
出
さ
せ
て
段
作
り
の
刈
り
込
み

を
し
て
い
る
。
最
下
位
主
枝
を
地
面
沿
い
に
伸
ば
し
て
低
い
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刈
り
込
み
仕
立
て
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
体
の
形
は
片
枝
流
し
作
り
の
大
刈
り
込
み
で
、
そ
れ
は
順
風
満
帆

の
「
宝
船
」
が
浮
か
ん
で
い
る
姿
を
模
写
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

枝
張
り
は
全
周
三
五
ｍ
で
、
南
北
に
一
四
・
二
ｍ
、
幅
六
・
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
。
北
側
が
丸
味
を
帯
び
て
い
る
の
に

対
し
て
、
南
側
は
船
の
先
の
よ
う
に
狭
い
張
り
方
を
し
て
い
る
。

こ
の
イ
チ
イ
の
木
は
、
大
き
さ
・
樹
齢
の
面
に
お
い
て
弘
前
市
の
梅ば
い

林り
ん

寺じ

や
革か
く

秀し
ゅ

寺う
じ

の
も
の
に
は
及
ば
な
い
が
、

「
宝
船
」
を
模
し
た
形
は
こ
の
雪
国
に
お
い
て

長
い
年
月
を
か
け
て
丁
寧
に
作
り
上
げ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
樹
姿
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
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天
然
記
念
物

サ
ル
ス
ベ
リ

所
在
地

黒
石
市
京
町
字
寺
町
一
五

所
有
者

感
隨
寺
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感か
ん

隨ず
い

寺じ

の
サ
ル
ス
ベ
リ
は
、
樹
高
九
・
五
ｍ
、
幹
周
一
三
〇
㎝
、
根
元
周
一
九
〇
・
五
一
㎝
、
推
定
樹
齢
三
百
年

の
樹
木
で
あ
る
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は
中
国
原
産
の
ミ
ソ
ハ
ギ
科
の
落
葉
小
高
木
で
、
樹
高
は
数
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る

が
、
感
隨
寺
の
サ
ル
ス
ベ
リ
は
県
内
で
も
珍
し
い
大
木
で
あ
る
。
木
の
表
面
が
す
べ
す
べ
し
て
お
り
、
サ
ル
も
登
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
名
称
が
付
け
ら
れ
た
。

サ
ル
ス
ベ
リ
は
「
百
日
紅
」
と
も
表
記
す
る
が
、
こ
れ
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
真
紅
の
花
が
咲
き
、
花
が
百
日
も

長
い
間
咲
き
続
け
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
津
軽
地
方
で
は
、
弘
前
市
革か
く

秀し
ゅ

寺う
じ

の
サ
ル
ス
ベ
リ
が

古
木
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
樹
木
で
あ
る
。

サ
ル
ス
ベ
リ
が
い
つ
頃
日
本
に
伝
来
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
延え
ん

慶ぎ
ょ
う三

年
（
一
三
一
〇
）
頃
に
出
さ

れ
た
『
夫ふ

木ぼ
く

和わ

歌か

抄し
ょ
う』

の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
サ

ル
ス
ベ
リ
の
木
は
加
工
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
床
柱
、
ス
テ
ッ
キ
、
ろ
く
ろ
細
工
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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天
然
記
念
物

高
田
家
の
糸
ヒ
バ

所
在
地

黒
石
市
大
字
二
双
子
字
十
川
八
二

所
有
者

個
人
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高
田
家
の
糸
ヒ
バ
は
、
樹
高
一
〇
・
五
ｍ
、
幹
周
り
二
・
七
二
ｍ
、
枝
下
の
高
さ
二
・
〇
ｍ
、
枝
張
り
が
南
側
四
・

七
一
ｍ
、
北
側
四
・
四
五
ｍ
、
東
側
三
・
五
〇
ｍ
、
西
側
三
・
三
〇
ｍ
で
、
樹
齢
三
百
年
以
上
の
老
木
で
あ
る
。

糸
ヒ
バ
は
正
式
樹
種
名
を
ヒ
ヨ
ク
ヒ
バ
（
比
翼
桧
葉
）
と
い
い
、
サ
ワ
ラ
の
変
種
で
あ
る
。
高
田
家
の
糸
ヒ
バ
も

一
部
に
お
い
て
サ
ワ
ラ
に
枝
変
わ
り
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

樹
木
医
の
診
断
に
よ
る
と
推
定
樹
齢
か
ら
か
な
り
の
老
木
で
あ
り
、幹
や
大
枝
に
傷
や
空
洞
が
若
干
み
ら
れ
た
り
、

葉
の
状
況
に
お
い
て
も
や
や
異
常
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
順
調
に
生
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
種
と
し
て
は
県
内

有
数
の
古
木
で
あ
る
。
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天
然
記
念
物

安
入
の
ハ
リ
ギ
リ

所
在
地

黒
石
市
大
字
高
館
字
乙
高
原
一
八
―
二

所
有
者

個
人

ハ
リ
ギ
リ
は
、
ウ
コ
ギ
科
ハ
リ
ギ
リ
属
の
落
葉
高
木
で
、

日
本
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
い
範
囲
に
自
生
し
て
い

る
。安あ

ん

入に
ゅ
うの

ハ
リ
ギ
リ
は
、
安
入
集
落
の
入
り
口
の
、
小
高
い

道
路
交
差
点
の
分
岐
地
に
生
育
し
て
お
り
、
道
標
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
樹
齢
は
約
四
百
年

で
、
根
元
に
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
御
神
木
と
し
て
古
く

か
ら
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

樹
高
は
二
三
・
五
ｍ
、
幹
周
り
五
・
二
ｍ
で
、
県
内
だ
け

で
な
く
全
国
で
も
有
数
の
大
木
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
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